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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連の法令等の遵守

２ ．工場における省エネ、省資源を推進し工場全体でのCO2総排出量の削減

３ ．廃棄物の削減

４ ．水使用量の削減

５ ．環境に配慮した生産活動

　

弊社は1200度以上の高温に加熱したハガネに機械にて大きな力を加えて所定の形状に成形する鍛造業を八尾市で営ん
でおります。　鍛造は形状を変えることにより鋼材の歩留まりが向上するのはもちろんですが、製品の強度も高める
ことができ非常にLCAに優れた塑性加工法です。弊社はその鍛造を中心に今後もメイドインジャパンの誇りを胸に社業
に邁進してまいります。

環境経営方針

熱間鍛造とは1200度の高温に熱せられた鋼に大きな力を加えて成形する塑性加工法であり、電
力・ガスをはじめとし、大量のエネルギーを消費致します。今後企業を発展・継続させ地域社
会と共生していくために、企業活動で生じる環境への負荷を低減すべく、環境マネジメントシ
ステムを構築し全社一丸となって環境経営の継続的改善に努めてまいります。

制定日： 2020年4月20日

草川鉄工 株式会社　　

代表取締役 五十嵐　宏明
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

草川鉄工株式会社
代表取締役　五十嵐　宏明

（２） 所在地
本　　　社 大阪府八尾市老原8丁目79番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 技術・営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ 前田　光夫 TEL：072-922-7165

担当者 営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ 益富　冬馬 TEL：072-922-7165

（４） 事業内容
鍛工品の製造

（５） 事業の規模
生産重量 t

従業員　　33　　　名
延べ床面積　2508 ㎡

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 草川鉄工株式会社
対象事業所： 本　　　社

対象外： 2020年までに認証取得

活動： 鍛工品の製造

□事業や製品（商品）の紹介

2020年4月20日

3,942

当社は1914年（大正3年）の創業以来、100年以上の長きにわたりものづくりに情熱を注ぎ自動車、

建設機械、輸送用機器、農業用機械、発電プラント及び舶用等の鍛工品の製造をしてまいりまし

た。

型打鍛造と自由鍛造の両方の工法を駆使し、数100ｇから数10Kgの型打鍛造品、数Kgから数tonま

での自由鍛造品と非常に幅広い鍛工品を製造しております。

また鍛造だけではなく機械加工、各種検査まで対応、ニーズに合致した製品・品質を実現できる
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境事務局

2020年6月17日

社長

環境管理 責任者

総務G 営業G 技術G 品質保証G 製造G

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

グループ長 ・自ｸﾞﾙｰﾌﾟにおける環境経営方針の周知
・自ｸﾞﾙｰﾌﾟの従業員に対する教育訓練の実施
・自ｸﾞﾙｰﾌﾟに関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自ｸﾞﾙｰﾌﾟに必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自ｸﾞﾙｰﾌﾟの想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自ｸﾞﾙｰﾌﾟの問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力調整後の排出係数　（2019年度)

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

✕

✕

✕

✕
✕

✕

✕

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

項　目 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 853,609 1,190,980 1,309,602

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 1 1.14 1.13

　産業廃棄物排出量 303 464 528

水使用量 1,570 1,796 2,062

0.318

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年 評
価

2023年 2024年
（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 773,447 757,978 843,045 750,244 742,509

基準年度比 2021年 98% 109% 97% 96%

*原単位 kWh/t 655.145 642.042 672.522 635.490 628.939

都市ガスによる二酸化炭
素削減

kg-CO2 362,670 355,416 411,224 351,790 348,163

基準年度比 2021年 98% 113% 97% 96%

*原単位 ㎥/t 42.659 41.806 45.554 41.379 40.953

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 54,864 53,767 55,333 53,218 52,669

基準年度比 2021年 98% 101% 97% 96%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 1,190,980 1,167,161 1,309,602 1,155,251 1,143,341

一般廃棄物の削減
t 1.14 1.10 1.13 1.09 1.08

基準年度比 2021年 97% 99% 96% 95%

産業廃棄物の削減 t 464 450 528 446 441

基準年度比 2021年 97% 114% 96% 95%

水道水の削減 ㎥ 1,796 1,760 2,062 1,742 1,724
基準年度比 2021年 98% 115% 97% 96%

0.06 0.05
0% 120% 88%

環境に配慮した生産活動 ％ 0.07 0.07 0.08
74%

*原単位は生産重量当たりのエネルギー使用量 *産業廃棄物は、「廃プラ・木屑(6.3t)」以外は、全て再資源化である

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

不良率の低減 基準年度比 2021年

数値目標 ✕ 昨年に比べ生産量が大幅に増加したことにより4/4期以外は月次、累計とも目標未
達となってしまった。総排出量は生産量の影響を大きく受けてしまうため、生産量の
影響が少ない原単位の目標達成できるよう来期も省エネ意識の徹底にとともに焼き
だし材の低減、チョコ停の削減を積極的に実施していきたい。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・不要照明の消灯 △
・空気圧縮機設定圧低下による省エネ ○

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
208,412 200,615 197,446 172,532 185,991 192,391 196,044 175,532 229,934 229,934 246,113 228,467
231,021 245,418 226,917 206,751 199,942 240,153 223,693 204,938 219,596 220,685 218,845 213,127

0

100,000

200,000

300,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月

電力（kWh） 2021年 2022年
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都市ガスによる二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 11月の単月のみ目標達成できたが、生産量の大きな増加により1年間を通して大き
く目標を逸脱してしまった。1年間を通じて省エネ意識の定着、チョコ停の低減活動を
実施し効果はあったが目標を達成するまでは至らなかった。大気は加熱炉の補修の
検討も含め継続的に監視・改善することが必要である。

ガス炉(2台)の効率稼働によるガス使用量の削減 ×
夏場シャワーのみによるガスの削減 △

　

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
12,634 10,328 12,804 9,875 13,192 11,521 10,580 12,085 12,085 15,143 21,534 16,103
12,855 12,001 19,839 12,589 14,386 13,984 15,450 13,215 15,702 16,590 17,058 15,905

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 2021年に比べて、生産量の増加に伴う納品頻度の増加、またコロナ渦の収束による
営業活動の再開の影響が大きく、単月では目標達成した月はあったものの累計で
は目標達成することができなかった。今後購入する車両について低燃費車の購入な
どを積極的に検討していきたい。

・アイドリングストップ ○

・効率的なルートで配送 ○

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
388 294 416 364 278 292 440 320 427 305 477 408
299 316 377 360 266 382 330 445 272 368 313 437

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1,180 1,400 1,400 1,200 1,000 1,120 1,450 1,000 1,600 1,370 1,370 1,474
1,338 1,189 1,589 1,225 1,019 1,410 1,150 1,090 1,385 1,270 1,250 1,389

0

10,000

20,000

30,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

都市ガス（㎥） 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

2021年

2022年

水道水の削減

2021年

2022年

環境に配慮した生産活動

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 顧客要求の書類も増え、紙資源の有効活用を実施しているにも関わらず目標の達

成が難しい状況となっている。一足飛びにできることではないが、IT化を進めペー
パーレス化を推進していかなければならない。

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・裏面使用によるコピー用紙使用量の削減 ○

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.09 0.09 0.10 0.10 0.10 0.09 0.10 0.08 0.09 0.09 0.11 0.11
0.10 0.09 0.09 0.10 0.10 0.09 0.09 0.08 0.08 0.09 0.10 0.11

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 生産量増加に伴い、スケール等の廃棄物が増え目標の達成が困難となってしまっ
た。産業廃棄物のうち生産重量の増加とともに増えるものは仕方がないが特に材料
歩留まりの向上を進めれば、バリ、スケール等の産業廃棄物の削減はもちろんコス
トメリットも見出せるので来期も引き続き材料歩留まりの向上を積極的に進めていき
たい。

・材料歩留りの向上 ○

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
37 43 40 31 42 35 29 30 47 47 46 49
50 45 42 36 36 52 44 38 40 46 59 39

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 夏場は風呂の使用を中止するなど水使用量の削減を実施してきたが、生産量増加
による加熱炉で使用する冷却水の使用量が大幅に増え目標を達成することができ
なかった。冷却水については必要なもので削減は難しいため、風呂停止期間の延
長、日常での節水などで少しでも削減できるよう意識付けを引き続き行っていきた
い。

・節水の意識付け ○
・夏場はシャワーのみとし水使用量の削減 ○
0 0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
148 149 137 138 144 145 130 131 145 145 192 192
167 168 159 160 171 172 180 181 189 189 163 163

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 生産品目によるが繰り返し頻度の高い製品などは不良率削減、稼働率の向上も少
しづつではあるが進められており、効果も出てきていると思われる。不良率削減、稼
働率向上はコスト削減にもつながるので活動を継続することが大切である。

・不良率低減 ○
・稼働率向上 ○

0
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200

300
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水道水（㎥） 2021年 2022年

0.00

0.10

0.20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

一般廃棄物（t）
2021年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、切断設備

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 緊急時の連絡
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

今回は写真記録なし

□代表者による全体の評価と見直し・指示 ↓環境経営レポートより前となる

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）
騒音規制法
振動規制法 鍛造設備、空気圧縮機
消防法（危険物） 危険物の保管、一般危険物取扱所・少量危険物貯蔵所
フロン排出抑制法 業務用空調機の廃棄・定期点検・フロンの適正回収
顧客要求事項 グリーン調達基準（RoHS・REACH規制等)
自動車NOｘ・PM法 １，４ナンバーのトラック、バン
大気汚染防止法 切断施設、研磨施設、金属加熱炉
公害防止組織整備法 騒音・振動関係の公害防止統括者及び管理者の設置（鍛造機及び機械プレス）
プラスチックに係る資源循環の
促進等に関する法律

廃プラの排出抑制

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

工場内の内装に吸音板を施工し防音効果を高めている
ハンマーに防振設備を施工し防振効果を高めている
現状、顧客・サプライヤー・近隣施設・近隣住民含め苦情・要望等は無し

2022年6月10日 食堂前

全従業員

手順書に則り、発見・通報～避難訓練を通して行った。

無作為に従業員を選定し訓練を実施、初期対応の重要性を再認識した。

2023年1月20日

2021年に対して2022年も生産量が増加し電力・都市ガス・自動車燃料による二酸化炭素の削減、産業廃棄物・水道水の削
減とすべての項目で目標未達となってしまった。特にエネルギーを大きく消費するエアーコンプレッサー、加熱設備について
は省エネタイプの装置を導入済で今期のように生産量が増加したときに二酸化炭素の発生量を大きく削減することは難しい
が、少なくとも原単位での目標を達成できるよう以前より実施している不良率の低減・生産性の改善を継続的に実施、全体
ミーティングを通しての省エネ意識の向上を継続的に実施し来期の目標達成に向けた活動を実施したい。
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